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第 2 章では、先行研究を概観した。欧米では 1990 年代以降、Human-Animal	 
Studies（HAS）という学際的な領域が確立されてきた。2002 年にはアメリカ社
会学会の中に、Animals	 and	 Society	 セクションが正式に認められ、社会学に




























経験的ドメイン（empirical	 domain）	 人々が経験する世界	 
アクチュアルドメイン（actual	 domain）	 現実的事物または出来事の領域	 











































































































































































































































きた（DeMello	 2012:	 4,14）。	 





により、Charles	 Perrow(Perrow	 2000:	 473)に代表されるような、「古臭い型










とを希求する存在であるのかを HAS の領域を越えた提起として投げかけた。	 
1979 年、アメリカの社会学者 Clifton	 D.	 Bryant は、社会学者は人間社会
における他の動物の役割を認識するべきだと主張し、社会の中の「Zoological	 
Connection」(動物学的な関係)に社会学的関心を向け、この「無視された分野」
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